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いっとき しゅうごうばしょ しゅうごうくんれん

８月２２日「一時集合場所集合訓練」《内容変更》のお知らせを、先週（８月４日付け）させてい
ただきました。 ここ数年、地域で助け合う“命を守る”仕組みとして、災害による危険が迫っ

たら、「一時集合場所」に集まって“安否確認”・“情報
共有”をしてから、安全な場所へ避難する手順を取り
入れた防災訓練を実施してきました。

しかし、現在コロナ禍にあり、人との接触を避けた訓
練内容へと変更しました。
住民の価値観が多様化し、地域の結束力がともす

れば弱まってきています。しかし、こうした時だからこそ、
地域住民が結束・連帯できるような取り組み・行事を、
万難を排したかたちで継続していくことが重要だと考
えました。
本年度は地区内５局による防災行政無線の実態把

握をとおして、防災行政無線の重要性について考える
機会にしたいと内容変更しました。
ご理解とご協力をお願いします。

【住民同士が助け合って救った命：実例】
ー記ー

１．実施日 令和３年８月２２日（日曜日）７時３０分～

２．変更後の訓練内容（非接触型） 防災行政無線の音の“聞こえる状況”を班長に報告してください

自助 「打ち上げ花火」と「防災行政無線で避難を呼びかけます」
■窓を閉め切った室内で、防災行政無線の内容が聞きとれたか確認をする。

7:30 ●聞こえなかった ●内容は聞きとれないけれど音は聞こえた ●内容を聞きとれた

共助 ■自主防災会（町内会）班単位での訓練内容
・支援者は電話等で「声かけ行動」をする ：「防災無線が聞きとれましたか？」

7:40 ・町内住民（班単位）は、電話で「班長へ、防災無線の内容を聞きとれたか報告」

防災無線が聞きとれたか報告 防災無線の“音が聞こえなかった世帯数”・“音だけ聞こえた世帯数”
“内容を聞きとれた世帯数”を、防災会長（町内会）に報告

班員 班長 防災会長

●防災会長は、地区防災会長（鈴木）に、電話でそれぞれの項目ごとの世帯数を報告。

＊城北防災会からのお知らせ＊
鳥取市では、「鳥取市わがまち防災支援補助金事業」を、地区防災協議会（市内61地区）を対象

に行っています。城北地区には上限１２０万円、申請することで補助されます。補助金の原資
は公金ですから、使い道は有効かつ透明性が求められます。城北地区内３カ所（城北小学校・地区公民
館・城北体育館）の避難場所に、備蓄防災資機材として、「どこに」・「何を」・「どれくらい」保管すべ
きか？ 検討することを目的に、プロジェクトチームを編成して活動しています。
◎プロジェクトチーム編制
■顧問：水田 憲夫：自治連会長 、 入江 敏夫：公民館長、 ■プロジェクトリーダー：高田 平三郎：調達部長、
■スタッフ：坂本 正博：防災指導員 、 右近 謙治：防災部長 、 吉田 潔：避難救急部長 、 吉野 真理子：調達部副部長、

笠井 義典：警備部長 ■申請者：鈴木 伝男：地区防災会長
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城北地区防災対策協議会
事務局：城北地区公民館

◎「声かけ行動（情報共有）」
◎「一時集合場所集合（安否確認）」
◎「災害時要支援者『見守り』ネットワーク」
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８月２２日７時３０分 防災行政無線

班員

●聞こえなかった ●内容は聞きとれないけれど音は聞こえた ●内容を聞きとれた

☎：窓を閉め切った室内で、防災行政無線の内容が聞きとれたか確認をし
て班長に報告する。

☎：窓を閉め切った室内で、防災行政無線の内容が聞きとれたか班員の
報告を受ける。

班長

☎：防災行政無線の“音が聞こえなかった世帯数”・“音だけ聞こえた世帯数”・
“内容を聞きとれた世帯数”を、防災会長（町内会）に報告する。

☎：窓を閉め切った室内で、防災行政無線の“音が聞こえなかった世帯数”・
“音だけ聞こえた世帯数”・“内容を聞きとれた世帯数”の報告を班長から受ける。

防災会長（町内）

☎：防災行政無線の“音が聞こえなかった世帯数”・“音だけ聞こえた世帯数”・
“内容を聞きとれた世帯数”を、地区防災会長（鈴木）に報告する。

音が聞こえ 正 ５
なかった

音だけ聞こ 正正 １２
えた 丁

内容を聞き 丁 ２
とれた


